
仮想データセンターの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• 仮想データセンターの管理について, 1 ページ

• VDCアクション, 2 ページ

• 仮想データセンターサービスプロファイル, 14 ページ

仮想データセンターの管理について
仮想データセンター（VDC）は、仮想リソース、動作の詳細、ルール、およびポリシーを組み合
わせて特定のグループの要件を管理する環境です。

1つのグループまたは組織で複数のVDC、イメージ、テンプレート、およびポリシーを管理でき
ます。組織は個々のグループに VDCレベルでクォータを割り当て、リソース制限を割り当てる
ことができます。

また、VDCに固有の承認者を定義できます。 VDCの承認者は、ユーザからの VMプロビジョニ
ングの要求を承認する必要があります。

Cisco UCS DirectorにはデフォルトのVDCがあり、検出されたすべてのVMは、このデフォル
ト VDCの一部です。検出された VMは Cisco UCS Directorの外部で作成された VMか、また
は Cisco UCS Directorがインストールされる前に vCenterですでに作成されていた VMです。
Cisco UCS Directorはこのような VMを自動的に検出し、デフォルト VDCに追加します。

（注）

サービス要求を使用してプロビジョニングされたVMはVDCに関連付けることができます。サー
ビス要求を作成するとき、この VMをプロビジョニングする VDCを選択できます。 VMのプロ
ビジョニング時には、特定のグループで利用可能な VDCのリストを表示し、必要な VDCを選択
できます。
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VDC アクション

仮想データセンターの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [VDC]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [VDCの追加]ダイアログボックスで、ドロップダウンリストからアカウントタイプを選択しま
す。

選択したアカウントタイプによって、[VDCの追加]ダイアログボックスに表示されるクラウド
名のリストが決定されます。

ステップ 5 [送信]をクリックします。

ステップ 6 [VDCの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

VDCの名前。

名前は、入力した後では編集できません。

[VDC名]フィールド

今後の導入で VDCを使用できないようにする
には、このチェックボックスをオンにします。

この VDC内の既存の VMに対するアクション
は無効になります。今後の導入で VDCを使用
できるようにするには、このチェックボックス

をオフにします。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDCに固有の説明。[vDCの説明]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、VDCがセッ
トアップされているグループを選択します。

[顧客組織（Customer Organizations）]ドロップ
ダウンリスト

新しい顧客組織を追加するには、このボタンを

クリックします。

[顧客組織の追加（Add Customer Organization）]
ボタン

VDCの設定対象クラウドを選択します。

このドロップダウンリストに表示されるオプ

ションは、指定したアカウントタイプによって

決定されます。

[クラウド名]ドロップダウンリスト
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説明名称

承認者と連絡先

第1レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第1レベル承認者（First Level Approver(s)）]
フィールド

第2レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第2レベル承認者（Second Level Approver(s)）]
フィールド

第 1レベルおよび第 2レベルの承認担当者とし
て選択されたすべてのユーザからの承認を必要

とする場合は、このチェックボックスをオンに

します。

[すべてのユーザからの承認が必要（Approval
Required from all users）]チェックボックス

サービスリクエストを承認するよう通知する電

子メールを承認担当者に送信する回数。

デフォルトでは、サービスリクエストが承認ま

たは拒否されるまで、24時間ごとに1回通知電
子メールを送信します。

[承認依頼通知の数（Number ofApprovalRequests
Reminders）]フィールド

承認担当者に通知電子メールを送信する時間間

隔。

デフォルトでは、24時間ごとに 1回通知電子
メールを送信します。

[通知間隔（時間）（Reminder Interval (Hours)）]
フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

この VDCを使用した VMのプロビジョニング
に関する通知を受信するユーザ。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレ
ス]フィールド

この VDCに関する通知をコピーする 2番目の
連絡先の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー]フィー
ルド

ポリシー

VDCに適用できるシステムポリシーを選択し
ます。

[システムポリシー]ドロップダウンリスト
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説明名称

VDCに適用できるコンピューティングポリシー
を選択します。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト

VDCに適用できるネットワークポリシーを選
択します。

[ネットワークポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるストレージポリシーを選択
します。

[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用する ISOイメージのマッピングポ
リシーを選択します。

[ISOイメージマッピングポリシー（ISO Image
Mapping Policy）]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコストモデルを選択します。[コストモデル]ドロップダウンリスト

この VDCの SRサマリーと電子メールページ
でのコストの表示を無効にするには、この

チェックボックスをオンにします。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング後のオーケストレーショ
ンワークフローを実行するために使用するポリ

シーを選択します。選択されたワークフロー

は、VDC内の VMに対するアクションボタン
として表示されます。

[ユーザアクションポリシー]ドロップダウンリ
スト

RCUを使用してVMを複製する場合は、チェッ
クボックスをオンにします。

このオプションを使用できるのは一部の vDC
タイプのみです。

[ストレージの効率性の有効化]チェックボック
ス

非アクティブなVMを削除するまでの、非アク
ティブな状態の経過日数を選択します。非アク

ティブ状態のVMとは、電源がオンの状態では
ない VMです。

この選択項目が想定どおりに機能する

ためには、[管理] > [システム]で [高
度なコントロール]タブの下にある
[VDCポリシーに基づいて非アクティ
ブな VMを削除する]チェックボック
スがオンになっていることを確認しま

す。詳細については、「高度なコン

トロールの有効化」を参照してくださ

い。

（注）

[非アクティブなVMを削除するまでの期間]ド
ロップダウンリスト
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説明名称

vDCのセルフサービスポリシーを選択します。
このポリシーによって、VDCで実行できるタス
クまたはアクションが定義されます。

このドロップダウンリストには、作

成するVDCに対応するアカウントタ
イプに関連するポリシーが表示されま

す。

vDCへのポリシーの割り当ては、ユー
ザが vDCで実行するタスクを制御で
きる唯一の方法です。従来のバージョ

ンでは、vDCの作成中にタスクを有効
または無効にしていました。最新リ

リースにアップグレードすると、以前

に設定していた権限とオプションが

vDCの名前を使用してエンドユーザ
ポリシーとして自動的にグループ化さ

れ、vDCに割り当てられます。

（注）

エンドユーザセルフサービスポリシー

ステップ 7 [追加]をクリックします。
VMのユーザは、次のタスクを実行できなくなりまし
た。

（注）

• VMの移行

•スタックビューの使用

• VMの割り当て

仮想データセンターの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、表示するVDCが含まれているVDCグループを選択します。
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ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 メインの表示ペインで、表示する VDCを選択します。

ステップ 5 [表示]をクリックして、[VDCの詳細]ページを開きます。

仮想データセンターの編集

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、編集する必要のある VDCグループを選択します。

ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 [編集]をクリックします。

ステップ 5 [vDCの編集]ダイアログボックスで、次のフィールドを編集します。

説明名称

VDCの名前。

名前は、入力した後では編集できません。

[VDC名]フィールド

今後の導入で VDCを使用できないようにする
には、このチェックボックスをオンにします。

この VDC内の既存の VMに対するアクション
は無効になります。今後の導入で VDCを使用
できるようにするには、このチェックボックス

をオフにします。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDCに固有の説明。[vDCの説明]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、VDCがセッ
トアップされているグループを選択します。

[顧客組織（Customer Organizations）]ドロップ
ダウンリスト

新しい顧客組織を追加するには、このボタンを

クリックします。

[顧客組織の追加（Add Customer Organization）]
ボタン

VDCの設定対象クラウドを選択します。

このドロップダウンリストに表示されるオプ

ションは、指定したアカウントタイプによって

決定されます。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

    Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 5.3
6

仮想データセンターの管理

仮想データセンターの編集



説明名称

承認者と連絡先

第1レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第1レベル承認者（First Level Approver(s)）]
フィールド

第2レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第2レベル承認者（Second Level Approver(s)）]
フィールド

第 1レベルおよび第 2レベルの承認担当者とし
て選択されたすべてのユーザからの承認を必要

とする場合は、このチェックボックスをオンに

します。

[すべてのユーザからの承認が必要（Approval
Required from all users）]チェックボックス

サービスリクエストを承認するよう通知する電

子メールを承認担当者に送信する回数。

デフォルトでは、サービスリクエストが承認ま

たは拒否されるまで、24時間ごとに1回通知電
子メールを送信します。

[承認依頼通知の数（Number ofApprovalRequests
Reminders）]フィールド

承認担当者に通知電子メールを送信する時間間

隔。

デフォルトでは、24時間ごとに 1回通知電子
メールを送信します。

[通知間隔（時間）（Reminder Interval (Hours)）]
フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

この VDCを使用した VMのプロビジョニング
に関する通知を受信するユーザ。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレ
ス]フィールド

この VDCに関する通知をコピーする 2番目の
連絡先の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー]フィー
ルド

ポリシー

VDCに適用できるシステムポリシーを選択し
ます。

[システムポリシー]ドロップダウンリスト
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説明名称

VDCに適用できるコンピューティングポリシー
を選択します。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト

VDCに適用できるネットワークポリシーを選
択します。

[ネットワークポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるストレージポリシーを選択
します。

[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用する ISOイメージのマッピングポ
リシーを選択します。

[ISOイメージマッピングポリシー（ISO Image
Mapping Policy）]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコストモデルを選択します。[コストモデル]ドロップダウンリスト

この VDCの SRサマリーと電子メールページ
でのコストの表示を無効にするには、この

チェックボックスをオンにします。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング後のオーケストレーショ
ンワークフローを実行するために使用するポリ

シーを選択します。選択されたワークフロー

は、VDC内の VMに対するアクションボタン
として表示されます。

[ユーザアクションポリシー]ドロップダウンリ
スト

RCUを使用してVMを複製する場合は、チェッ
クボックスをオンにします。

このオプションを使用できるのは一部の vDC
タイプのみです。

[ストレージの効率性の有効化]チェックボック
ス

非アクティブなVMを削除するまでの、非アク
ティブな状態の経過日数を選択します。非アク

ティブ状態のVMとは、電源がオンの状態では
ない VMです。

この選択項目が想定どおりに機能する

ためには、[管理] > [システム]で [高
度なコントロール]タブの下にある
[VDCポリシーに基づいて非アクティ
ブな VMを削除する]チェックボック
スがオンになっていることを確認しま

す。詳細については、「高度なコン

トロールの有効化」を参照してくださ

い。

（注）

[非アクティブなVMを削除するまでの期間]ド
ロップダウンリスト
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説明名称

vDCのセルフサービスポリシーを選択します。
このポリシーによって、VDCで実行できるタス
クまたはアクションが定義されます。

このドロップダウンリストには、作

成するVDCに対応するアカウントタ
イプに関連するポリシーが表示されま

す。

vDCへのポリシーの割り当ては、ユー
ザが vDCで実行するタスクを制御で
きる唯一の方法です。従来のバージョ

ンでは、vDCの作成中にタスクを有効
または無効にしていました。最新リ

リースにアップグレードすると、以前

に設定していた権限とオプションが

vDCの名前を使用してエンドユーザ
ポリシーとして自動的にグループ化さ

れ、vDCに割り当てられます。

（注）

エンドユーザセルフサービスポリシー

ステップ 6 [保存]をクリックします。

仮想データセンターの削除

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、削除する必要のある VDCグループを選択します。

ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 メインの表示ペインで、削除する VDCを選択します。

ステップ 5 [削除]をクリックします。
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仮想データセンターの複製

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、複製する必要がある VDCグループを選択します。

ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 メインの表示ペインで、複製する VDCを選択します。

ステップ 5 [複製]をクリックします。

ステップ 6 [VDCの複製]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

VDCの名前。

名前は、入力した後では編集できません。

[VDC名]フィールド

今後の導入で VDCを使用できないようにする
には、このチェックボックスをオンにします。

この VDC内の既存の VMに対するアクション
は無効になります。今後の導入で VDCを使用
できるようにするには、このチェックボックス

をオフにします。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDCに固有の説明。[vDCの説明]フィールド

[選択（Select）]をクリックして、VDCがセッ
トアップされているグループを選択します。

[顧客組織（Customer Organizations）]ドロップ
ダウンリスト

新しい顧客組織を追加するには、このボタンを

クリックします。

[顧客組織の追加（Add Customer Organization）]
ボタン

VDCの設定対象クラウドを選択します。

このドロップダウンリストに表示されるオプ

ションは、指定したアカウントタイプによって

決定されます。

[クラウド名]ドロップダウンリスト

承認者と連絡先
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説明名称

第1レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第1レベル承認者（First Level Approver(s)）]
フィールド

第2レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第2レベル承認者（Second Level Approver(s)）]
フィールド

第 1レベルおよび第 2レベルの承認担当者とし
て選択されたすべてのユーザからの承認を必要

とする場合は、このチェックボックスをオンに

します。

[すべてのユーザからの承認が必要（Approval
Required from all users）]チェックボックス

サービスリクエストを承認するよう通知する電

子メールを承認担当者に送信する回数。

デフォルトでは、サービスリクエストが承認ま

たは拒否されるまで、24時間ごとに1回通知電
子メールを送信します。

[承認依頼通知の数（Number ofApprovalRequests
Reminders）]フィールド

承認担当者に通知電子メールを送信する時間間

隔。

デフォルトでは、24時間ごとに 1回通知電子
メールを送信します。

[通知間隔（時間）（Reminder Interval (Hours)）]
フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

この VDCを使用した VMのプロビジョニング
に関する通知を受信するユーザ。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレ
ス]フィールド

この VDCに関する通知をコピーする 2番目の
連絡先の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー]フィー
ルド

ポリシー

VDCに適用できるシステムポリシーを選択し
ます。

[システムポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコンピューティングポリシー
を選択します。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト
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説明名称

VDCに適用できるネットワークポリシーを選
択します。

[ネットワークポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるストレージポリシーを選択
します。

[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

VDCに適用する ISOイメージのマッピングポ
リシーを選択します。

[ISOイメージマッピングポリシー（ISO Image
Mapping Policy）]ドロップダウンリスト

VDCに適用できるコストモデルを選択します。[コストモデル]ドロップダウンリスト

この VDCの SRサマリーと電子メールページ
でのコストの表示を無効にするには、この

チェックボックスをオンにします。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング後のオーケストレーショ
ンワークフローを実行するために使用するポリ

シーを選択します。選択されたワークフロー

は、VDC内の VMに対するアクションボタン
として表示されます。

[ユーザアクションポリシー]ドロップダウンリ
スト

RCUを使用してVMを複製する場合は、チェッ
クボックスをオンにします。

このオプションを使用できるのは一部の vDC
タイプのみです。

[ストレージの効率性の有効化]チェックボック
ス

非アクティブなVMを削除するまでの、非アク
ティブな状態の経過日数を選択します。非アク

ティブ状態のVMとは、電源がオンの状態では
ない VMです。

この選択項目が想定どおりに機能する

ためには、[管理] > [システム]で [高
度なコントロール]タブの下にある
[VDCポリシーに基づいて非アクティ
ブな VMを削除する]チェックボック
スがオンになっていることを確認しま

す。詳細については、「高度なコン

トロールの有効化」を参照してくださ

い。

（注）

[非アクティブなVMを削除するまでの期間]ド
ロップダウンリスト
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説明名称

vDCのセルフサービスポリシーを選択します。
このポリシーによって、VDCで実行できるタス
クまたはアクションが定義されます。

このドロップダウンリストには、作

成するVDCに対応するアカウントタ
イプに関連するポリシーが表示されま

す。

vDCへのポリシーの割り当ては、ユー
ザが vDCで実行するタスクを制御で
きる唯一の方法です。従来のバージョ

ンでは、vDCの作成中にタスクを有効
または無効にしていました。最新リ

リースにアップグレードすると、以前

に設定していた権限とオプションが

vDCの名前を使用してエンドユーザ
ポリシーとして自動的にグループ化さ

れ、vDCに割り当てられます。

（注）

エンドユーザセルフサービスポリシー

ステップ 7 [保存]をクリックします。

仮想データセンターのアプリケーションカテゴリの管理

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ]ペインで、VDCが含まれている VDCグループを選択します。

ステップ 3 [VDC]タブを選択します。

ステップ 4 メインの表示ペインで、編集する VDCを選択します。

ステップ 5 [カテゴリの管理]をクリックします。

ステップ 6 [アプリケーションカテゴリの編集]ダイアログボックスで、システムポリシー、コンピューティ
ングポリシー、ネットワークポリシー、またはストレージポリシーをオプションで変更するた

めに該当するフィールドをすべて編集します。コストモデルとスマート割り当てポリシーも変更

できます。

ステップ 7 [保存]をクリックします。
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仮想データセンターサービスプロファイル
この機能は VDCの追加に似ていますが、[VDCサービスプロファイル]で作成される VDCはオー
ケストレーションワークフローの中で使用されます。この機能を使用すると、ワークフロータ

スク中の VDC作成時に使用可能な、ゴールド、シルバー、およびブロンズ VDCを作成できま
す。

仮想データセンターサービスプロファイルの追加

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [仮想/ハイパーバイザポリシー] > [仮想データセンター]を選択し
ます。

ステップ 2 [vDCサービスプロファイル]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [vDCサービスプロファイルの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

VDCプロファイルの名前。

名前は、入力した後では編集できません。

[vDCプロファイル名]フィールド

今後の導入で VDCを使用できないようにする
には、このチェックボックスをオンにします。

この VDC内の既存の VMに対するアクション
は無効になります。今後の導入で VDCを使用
できるようにするには、このチェックボックス

をオフにします。

[ロック済みのvDC]チェックボックス

VDCに固有の説明。[vDCの説明]フィールド

VDCの設定対象グループを選択します。[グループ]ドロップダウンリスト

VDCの設定対象クラウドを選択します。[クラウド名]ドロップダウンリスト

承認者と連絡先
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説明名称

第1レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第1承認者のユーザ名]フィールド

第2レベルでサービスリクエストを承認する必
要があるユーザ。

[選択（Select）]をクリックして、該当するユー
ザのチェックボックスをオンにします。複数

のユーザを選択できます。

[第2承認担当者のユーザ名]フィールド

第 1レベルおよび第 2レベルの承認担当者とし
て選択されたすべてのユーザからの承認を必要

とする場合は、このチェックボックスをオンに

します。

[すべてのユーザからの承認が必要（Approval
Required from all users）]チェックボックス

サービスリクエストを承認するよう通知する電

子メールを承認担当者に送信する回数。

デフォルトでは、サービスリクエストが承認ま

たは拒否されるまで、24時間ごとに1回通知電
子メールを送信します。

[承認依頼通知の数（Number ofApprovalRequests
Reminders）]フィールド

承認担当者に通知電子メールを送信する時間間

隔。

デフォルトでは、24時間ごとに 1回通知電子
メールを送信します。

[通知間隔（時間）（Reminder Interval (Hours)）]
フィールド

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

この VDCを使用した VMのプロビジョニング
に関する通知を受信するユーザ。

[プロバイダーのサポート用電子メールアドレ
ス]フィールド

この VDCに関する通知をコピーする 2番目の
連絡先の電子メール。

[電子メールアドレスへの通知をコピー]フィー
ルド

ポリシー

VDCサービスプロファイルに適用できるシス
テムポリシーを選択します。

[システムポリシー]ドロップダウンリスト

VDCサービスプロファイルに適用できるコン
ピューティングポリシーを選択します。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト
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説明名称

VDCサービスプロファイルに適用できるネッ
トワークポリシーを選択します。

[ネットワークポリシー]ドロップダウンリスト

VDCサービスプロファイルに適用できるスト
レージポリシーを選択します。

[ストレージポリシー]ドロップダウンリスト

VDCサービスプロファイルに適用できるコス
トモデルを選択します。

[コストモデル]ドロップダウンリスト

このVDCのサービスリクエストサマリーと電
子メールページでのコストの表示を無効にする

には、このチェックボックスをオンにします。

[サービスリクエストサマリーと電子メールペー
ジへのコストの表示を無効化]チェックボック
ス

VMのプロビジョニング後のオーケストレーショ
ンワークフローを実行するために使用するポリ

シーを選択します。選択されたワークフロー

は、VDC内の VMに対するアクションボタン
として表示されます。

[ユーザアクションポリシー]ドロップダウンリ
スト

エンドユーザセルフサービスオプション

この VDCに属している VMに対してすべての
VM電源管理アクションを実行できるようにす
るには、このチェックボックスをオンにしま

す。

[VMの電力管理]チェックボックス

この VDCに属している VMに対して VMサイ
ズ変更アクションを実行できるようにするに

は、このチェックボックスをオンにします。

[VMのサイズ変更]チェックボックス

この VDCの VMに対してすべてのストレージ
スナップショットアクションを実行できるよう

にするには、このチェックボックスをオンにし

ます。

[VMスナップショット管理]チェックボックス

この VDCの VMに対して VM削除アクション
を実行できるようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。

[VMの削除]チェックボックス

この VDCの VMに対して VMディスク管理を
実行できるようにするには、このチェックボッ

クスをオンにします。

[VMディスク管理]チェックボックス
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説明名称

このVDCに属しているVMに対してネットワー
ク管理を実行できるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。

[VMネットワーク管理]チェックボックス

非アクティブなVMを削除するまでの、非アク
ティブな状態の経過日数を選択します。非アク

ティブ状態のVMとは、電源がオンの状態では
ない VMです。

[非アクティブなVMを削除するまでの期間]ド
ロップダウンリスト

ステップ 5 [追加]をクリックします。
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